
 

◆ 新小学校の「校歌」が決定しました。                               
１２月３日開催の第4回加悦地域学校づくり準備協議会において、校歌の作詞者 天野逸風子さん、作曲者 後藤昌典

さんにお越しいただき、作詞・作曲に込めた想いを述べていただきました。演奏を聴いた後、新しい小学校にふさわしい校歌

であることを全会一致で確認し、正式決定しました。今後は、作曲者のご指導のもと、児童が新しい校歌に愛着を持ち、４月

６日の開校式では気持ちよく大きな声で伸び伸びと歌うことができるよう、練習を重ねる予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 天野逸風子さん～作詞に込めた想い～                                  
各節１行目と２行目には加悦地域の自然とその自然の中で育っていく子どもたちの関わりをイメージし、３行目と４行目に

は子どもたちの学校生活に対する大人の願いを込め、各節５行目には加悦小学校の名前を入れ、笑顔、元気で希望溢れ

る学校生活をイメージし、そして加悦中学校の校歌の３番、「理想は高き大江山」へ続いていくようにと願いを込めました。 

１番１行目には春夏秋冬、朝昼晩いつ見ても素敵な大江山をイメージしました。「峰」は山の天辺という意味ですが、「嶺」

には山並みが連なっているという意味も含まれています。子どもたちには難しいのかもしれないと思いましたが、後になって分

かっていただけたら嬉しいと思い、「嶺」の字を使いました。「うるわしい」には形が整っていて美しいという意味があり、子どもた

ちには少し難しいかもしれないと思いましたが「うるわしい」を使いました。「育みて」は子どもたちに自分で自分を育てていって

欲しいという意味を込めました。 

２番１行目の「野田」とは田んぼの中を流れる川という意味であり、野田川だけでなく大江山を源流として鮭が上ってくる情

景をイメージしました。一般的に若鮎の方が鮭より若々しさがありますが、当町の子どもたち、特に与謝の子どもたちは鮭に関

係するポスターを作成し、野田川沿いに掲げているので、清らかな流れの中を上ってくる鮎ではなく、「鮭」という言葉を使い

ました。２行目の「みどりゆたかな」には、緑と言うのは夏の青々とした季語となりますが、広辞苑では一般の植物を指すと書

いてあるので、田んぼだけでなく、野田川の稲だけでもなく、千年椿を含め全ての植物が豊かにある故郷と、そこに育つ喜び

をイメージしました。そして日々進歩を続ける２１世紀を生き抜く力をつけて欲しいという願いも込めています。 

３番の「古代の陵」とは明石地区だけではなく、加悦地域全域に点在する古墳のことをイメージしています。２行目の「歴

史の町」には古き良き歴史のある町に抱かれながらすくすくと育って欲しいという願いを込めて、３行目の「ひとすじ」は正しい

道を小学生に歩んでほしいという願いを込めています。 

各節ともに難しい字を多く使っていますが、大人の方々の手助けを得ながら、子どもたちには歌詞の意味を理解していた

だきたいと切に願います。 
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バス停 時間 登校班 バス停 時間 登校班 バス停 時間 登校班

加悦小 15:50 加悦小 15:50 加悦小 15:50

海山 15:58 二つ岩上・中・下 桜内 15:56 桜内 新明石地区
公民館 15:56 大代・倉ヶ崎②

与謝 16:01 段ノ坂・山河・北・中里河原 道の駅 16:01 桜内 府営明石
団地 16:00 倉ヶ崎①・倉ヶ崎②・庄ヶ崎・棒賀①

加悦大橋 16:09 峠 与謝保育園下 16:05 椿原・寺地・石場上 加悦小 16:12

加悦小 16:24 奥滝公民館 16:12 奥滝 日産公民館 16:18 棒賀①・棒賀②・日産下

ちょきぞう
駐車場 16:29 宮本・姉が谷 加悦小 16:29 加悦小 16:28

栄山
集会所 16:32 縄手・上地・大道・栄山 温江地区
公民館 16:33 谷垣・門出・尾ノ上・本村・奥手 水上 様 宅 16:31 8番組・9番組・有熊

温江
消防車庫 16:36 尾ノ上・本村・奥手
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1号車（与謝・金屋号） 2号車（滝・温江号） 3号車（明石・加悦奥号）

バス停 時間 登校班 バス停 時間 登校班 バス停 時間 登校班

加悦大橋 7:30 峠 奥滝公民館 7:25 奥滝 府営明石
団地 7:35 倉ヶ崎①・倉ヶ崎②・庄ヶ崎・棒賀①

与謝 7:34 段ノ坂・山河・北・
中里河原 与謝保育園下 7:30 椿原・寺地・石場上 新明石地区
公民館 7:37 大代・倉ヶ崎②

海山 7:37 二つ岩上・中・下 道の駅 7:34 桜内 加悦小 7:45

加悦小 7:45 桜内 7:38 桜内 日産公民館 7:53 棒賀①・棒賀②・日産下

栄山
集会所 7:52 縄手・上地・大道・
栄山 加悦小 7:46 加悦小 7:59

すぎもと
理容室 7:55 宮本・姉が谷 温江
消防車庫 7:54 尾ノ上・本村・奥手 水上 様 宅 8:05 8番組・9番組・有熊

加悦小 8:02 温江地区
公民館 7:57 谷垣・門出・尾ノ上・本村・奥手 加悦小 8:10

加悦小 8:03
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◆ 後藤昌典さん～作曲に込めた想い～                                     
小学生は、声帯の発達段階であり、１年生は幅広い音域の声を出すことが困難なので、あまり幅広い音域は使わずに１

年生から６年生まで全ての子どもたちが歌うことができるように考えながら作曲しました。メロディは歌詞の中にもあるような美

しい情景を思い浮かべられるようなものをイメージし、最初は低い所からだんだんと雄大な大江山をなだらかに登って行く様

なイメージを持ちながら、低音から高音の方に向かっていくメロディにしました。最初は優しく歌ってほしいと思います。中間部

の伴奏では、元気な子どもたちをイメージし、弾むリズムを取り入れています。後半はだんだんと強くしていき、最後に大きく伸

び伸びと終わるメロディを作成しました。「ゆたかな心」という言葉にはハーモニーを付けると更に豊かなイメージになります。

最初からではなく最後の部分にハーモニーを付け、校歌では珍しく部分二部合唱にし、子どもたちが最後にハーモニーを生

み出し、終わるイメージにしました。そして１番最後にはやわらかいハミングを付けました。 

最初に「嶺うるわしき大江山仰ぐひとみはいきいきと」と言う言葉があり、大江山に向かって子どもたちが活き活きとした瞳

で嶺を見ている情景が浮かぶと思います。その情景を最後も再度イメージできるように最後に余韻を付け加え、覚えやすい

メロディに仕上げました。子どもたちには卒業してもいつまでも覚えていてもらえるように、またＰＴＡや地域の方も皆一緒にな

って口ずさんでいただける様なメロディをイメージしています。また現代の子どもたちは音楽の感性に大変優れており、和音や

リズムをつけたり、伴奏にも所々に臨時記号をつけたりして、その豊かな感性に合う様にリズム・和音を付けました。いつまで

も口ずさんでもらえる校歌になってほしいと願っています。 

◆ 小学校再編後の通学対策について                             
加悦地域学校づくり準備協議会では、加悦地域の小学校再編により遠距離通学となる与謝小学校区、桑飼小学校区

の児童について、各校区の地理的状況等を考慮し、およそ２～３ｋｍを目安に児童の安心・安全を優先した通学対策を検

討した結果、新たにマイクロバスを購入し、通常３台でスクールバスの運行を行うこととしました。 

また、通学区域の変わらない加悦小学校区の児童については、現状の徒歩通学を基本としつつ、現在自転車通学をし

ている児童についてはスクールバスを利用して通学する計画としました。 

通学対策 

・スクールバス（２８人乗り）３台を使用し、各地区の指定場所（バス停）を決め送迎を行います。 

・桑飼小学校区のうち寺田地区の児童については、加悦小学校からの距離が近いため徒歩での通学を基本とします。 

・加悦小学校区のうち遠距離通学をしている加悦奥８、９番組及び有熊地区の児童については、再編によって通学区域

は変わりませんが、全体の通学距離のバランスと児童の安心・安全を考慮しスクールバスでの通学を基本とします。 

・登下校は基本的に同じバスに登校班ごとに乗車し、安全を考慮し全学年一斉下校を基本とします。 

・通学範囲が広くなるため、より安心・安全な児童の通学環境を確保するよう、学校・地域が一体となった見守り体制の推

進に努めます。 

◆ 各バス停（集合場所）と時間について                            
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◎水曜日は４0 分早く下校します。また、警報発令時等は臨時の時間帯で運行します。 

◎各バス停、時間、ルート等は今後の検討・調整により変更になることがあります。 
 

◆ 児童の見守り体制について（お願い）                                     

加悦地域小学校再編とこれに伴うスクールバスの運行により、子どもたちの通学環境は大きく変わりますが、現在地域の

皆様にご活動いただいている「子ども見守り隊」や「子ども 110 番のいえ」等の見守り活動については、引き続きお世話にな

れればと思います。 

また、新たにバス停付近を中心に見守り活動にご参加いただける方について、現在募集をしています。 

お世話になれます場合は、3 月末までは各地域の小学校まで、4 月からは加悦小学校にご連絡をお願いします。 

なお、具体的な立ち番への参加等でなくても、仕事中、買い物中、散歩中等、日常生活や事業活動中に「防犯の視点」

で通学路等を見守っていただく活動である「ながら見守り」にも、ご協力をいただければ幸いです。 

 


